
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイルの情報を掲示するファイル情報掲示装置において、
　１ページ１ファイルの形式で作成された複数の構成ファイルを、１つのファイルとして
登録する要求が発行されたのか否かを検出する検出手段と、
　上記検出手段により１つのファイルとして登録する要求の発行が検出される場合に、該
ファイルの各ページに割り付けられる上記構成ファイルのファイル名 記述すると
ともに、該ファイルのペー

述す 面操作のためのタグ付き言語で記述される表
示制御ファイル

成する作成手段
とを備えることを、
　特徴とするファイル情報掲示装置。
【請求項２】
　請求項 記載のファイル情報掲示装置において、
　 作成手段は、各構成ファイルの内容の概要又は種別をリスト形式で掲示するこ

述する表示制御ファイルを作成することを、
　特徴とするファイル情報掲示装置。
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を作成し、さらに、この作成にあたって、登録するファイルに固有となる

情報について記述する表示制御ファイルと、登録するファイルに共通となる情報について
記述する表示制御ファイルとを分離して、前者の表示制御ファイルのみ新規に作成するこ
とで、画面操作のためのタグ付き言語で記述される表示制御ファイルを作

１に
上記 とに

ついて記



【請求項３】
　請求項 記載のファイル情報掲示装置において、
　 作成手段は、ファイルの編

述する表示制御ファイルを作成することを、
　特徴とするファイル情報掲示装置。
【請求項４】
　請求項 記載のファイル情報掲示装置において、
　 作成手段は、構成ファイルの情報の拡大縮小表示に用い

述する表示制御ファイルを作成す
ることを、
　特徴とするファイル情報掲示装置。
【請求項５】
　請求項 記載のファイル情報掲示装置において、
　 作成手段は、構成ファイルを持たない空の新規ファイルの作

述する表示制御ファ
イルを作成することを、
　特徴とするファイル情報掲示装置。
【請求項６】
　ファイルの情報を掲示するファイル情報掲示装置の実現に用いられるプログラムが
されるプログラム記録媒体であって、
　１ページ１ファイルの形式で作成された複数の構成ファイルを、１つのファイルとして
登録する要求が発行されたのか否かを検出する検出処理と、
　上記検出処理により１つのファイルとして登録する要求の発行が検出される場合に、該
ファイルの各ページに割り付けられる上記構成ファイルのファイル名 記述すると
ともに、該ファイルのペー

述す 面操作のためのタグ付き言語で記述される表
示制御ファイル

成する作成処理
とをコンピュータに実行させるプログラムが されることを、
　特徴とするプログラム記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ファイルの情報を掲示するファイル情報掲示装置

置の実現に用いられるプログラムが されるプログラム記録媒体とに関し、特に、異
なるフォーマットで作成された複数ページ構成のファイルを掲示対象として登録できるよ
うにするファイル情報掲示装置 置の実現に用いられるプログ
ラムが されるプログラム記録媒体とに関する。
【０００２】
【従来の技術】
テキストや画像をＷ ebサーバに蓄積し、クライアントＰＣ上のＷ ebブラウザから閲覧や操
作を行うファイリングシステムが広く普及しつつある。
【０００３】
従来、このファイリングシステムでは、複数ページからなる文書（ファイル）をＷ ebサー
バに保存する場合には、複数ページ構成に対応できる特定のフォーマットを用いるように
していた。
【０００４】
例えば、複数ページからなるテキスト文書をＷ ebサーバに保存する場合には、Ｍ icrosoft
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　Ｗ ord 文書フォーマットを用いたり、複数ページからなる画像文書をＷ ebサーバに保存
する場合には、マルチページＴＩＦＦフォーマットを用いるようにしていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来技術では、異なるフォーマットで作成された複数ページ構成の文書を
Ｗ ebサーバに保存できないという問題点があった。
【０００６】
すなわち、従来技術では、例えば、Ｍ icrosoft　Ｗ ord 文書フォーマットで作成されるテ
キスト文書の中に画像を埋め込む形態をとれば、テキストと画像とが混在した複数ページ
構成の文書をＷ ebサーバに保存できるものの、Ｍ icrosoft　Ｗ ord 文書フォーマットで作
成されたテキスト文書と、マルチページＴＩＦＦフォーマットで作成された画像文書とを
同一文書とする複数ページ構成の文書を作成することはできないというように、異なるフ
ォーマットで作成された複数ページ構成の文書をＷ ebサーバに保存できないという問題点
があった。
【０００７】
更に、特定のフォーマットの文書に従っていることから、クライアントユーザがそれらの
文書に新たなページを追加したり、あるいは、それらの文書からページを削除する場合に
は、クライアントＰＣ上に一旦それらの文書をダウンロードし、ページ追加やページ削除
の編集を行ってから、再びＷ ebサーバに再登録しなければならず、複雑な手順を強いられ
るという問題点があった。
【０００８】
しかも、従来技術では、特定のフォーマットの文書に従っていることから、それらの文書
をクライアントＰＣ上のＷ ebブラウザから閲覧する場合に、そのフォーマットに対応した
プラグインビューアや外部アプリケーションがインストールされている必要があるととも
に、それらを起動しなければならず、円滑な文書閲覧が妨げられるという問題点もあった
。
【０００９】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであって、異なるフォーマットで作成された
複数ページ構成のファイルを掲示対象として登録できるようにする新たなファイル情報掲
示装置の提供 置の実現に用いられるプログラムが される
新たなプログラム記録媒体の提供とを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
図１に本発明の原理構成を図示する。
【００１１】
　図中、１は本発明を具備するファイル情報掲示装置、２ 末装置、３はファイル情報
掲示装置１と端末装置２とを接続するネットワークである。
【００１２】
ファイル情報掲示装置１は、フォルダ１０に、１ページ１ファイルの形式で作成された複
数の構成ファイル１１から構成されて、１つのファイルとして扱われる掲示対象のファイ
ルを格納する。そして、各構成ファイル１１に対応付けて、その構成ファイル１１が画像
ファイルであるときには、その縮小画像１２を格納する。
【００１３】
　更に、ファイル情報掲示装置１は、掲示ファイルの各ページに割り付けられる構成ファ
イル１１のファイル名 記述するとともに、掲示ファイルのペー

述す
面操作のためのタグ付き言語で記述される表示制御ファイル１３を備える。
【００１４】
　 の表示制御ファイル１３は、掲示ファイルに対応付けて設けられて、対とな
る掲示ファイルに固 述する固有表示制御ファイル１３ａと、掲示
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ファイルに共通する形態で設けられて、各掲示ファイルに共 述す
る共通表示制御ファイル１３ｂとで構成され
【００１５】
更に、ファイル情報掲示装置１は、１ページ１ファイルの形式で作成された複数の構成フ
ァイルを、１つのファイルとして登録する要求が発行されたのか否かを検出する検出手段
１４と、検出手段１４により１つのファイルとして登録する要求の発行が検出される場合
に、そのファイルに対応付けて、表示制御ファイル１３を作成する作成手段１５とを備え
る。
【００１６】
一方、端末装置２は、ファイル情報掲示装置１の掲示するファイルを閲覧するプラウザ２
０と、１ページ１ファイルの形式で作成された複数のファイルを登録する場合に、それら
のファイルを１つのファイルとして登録するのか否かを設定する第１の設定手段２１と、
登録対象のファイルに対してファイル名及び登録場所を設定する第２の設定手段２２と、
登録対象のファイルをファイル情報掲示装置１に転送するとともに、その転送処理と同期
をとりつつ、第１及び第２の設定手段２１，２２の設定情報を転送する転送手段２３とを
備える。
【００１７】
　このように構成され 末装置２では、第１の設定手段２１は、１ページ１ファイルの
形式で作成された複数のファイルを登録する場合に、それらのファイルを１つのファイル
として登録するのか否かを設定し、第２の設定手段２２は、ファイル情報掲示装置１に登
録するファイルに対してファイル名及び登録場所を設定する。
【００１８】
この第１及び第２の設定手段２１，２２の設定情報を受けて、転送手段２３は、ページ番
号を割り付けつつ、登録対象のファイルをファイル情報掲示装置１の設定された登録場所
（フォルダ１０）に転送するとともに、その転送処理と同期をとりつつ、設定されたファ
イル名と、設定された登録場所と、設定された１つのファイルとして登録するのか否かの
情報とをファイル情報掲示装置１に転送する。
【００１９】
この端末装置２の処理を受けて、ファイル情報掲示装置１では、検出手段１４により１つ
のファイルとして登録する要求の発行が検出されると、作成手段１５は、そのファイルの
各ページに割り付けられる構成ファイル１１のファイル名として、例えば、第２の設定手
段２２の設定したファイル名と転送手段２３の割り付けたページ番号との対データからな
るものを割り付けつつ、表示制御ファイル１３を作成する。
【００２０】
　このとき、作成手段１５

示制御ファイル１３ａのみ 新規に作成
することで、表示制御ファイル１３を作成す
【００２１】
　また、作成手段１５は、登録するファイルの持つ各構成ファイル１１の内容の概要又は
種別をリスト形式で掲示する 述する表示制御ファイル１３を作成したり、
登録するファイルの編

述する表示制御ファイル１３を作成したり、構成ファイル１１の
情報の拡大縮小表示に用い

述する表示制御ファイル１３を作成したり、構成ファイル１１を持た
ない空の新規ファイルの作

述する表示制御ファイル１３を作成することがある。
【００２２】
このようにしてファイル情報掲示装置１に登録された掲示対象のファイルは、１ページ１
ファイルの形式で作成された複数の構成ファイル１１のまとまりで構成されて、１つのフ
ァイル名が与えられることで１つのファイルとして扱われることになる。
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【００２３】
　各構成ファイル１１は、１ページ１ファイルの形式に従って別々に作成されたものであ
ることから、ページ構成を持たない。そこで、作成手段１５は、１つのファイルとして扱
うファイルの各ページに割り付けられる構成ファイル１１のファイル名 記述する
とともに、その１つのファイルとして扱うファイルのペー

述す 面操作のため
のタグ付き言語で記述される表示制御ファイル１３を作成する。
【００２４】
この作成された表示制御ファイル１３を受けて、端末装置２のブラウザ２０は、この表示
制御ファイル１３を読み込み、画面操作のためのタグ付き言語で記述されるこの表示制御
ファイル１３を解釈することで、掲示ファイルの構成ファイル１１があたかもページを持
つかのように制御する。
【００２５】
　すなわち、掲示対象として表示するファイル名一覧の中から、ユーザにより１つのファ
イルとして扱うファイルのファイル名が選択されると、そのファイルのペー

用いる操作情報を表示し、この表示に応答して、ユーザによりページが選択されると、
その選択されたページに割り付けられるファイル名の指す構成ファイル１１の情報を掲示
する。
【００２６】
このようにしてファイル情報掲示装置１に登録された１つのファイルとして扱われるファ
イルの持つ構成ファイル１１は、１ページ１ファイルの形式で作成されたものであり、テ
キストファイルのこともあるし、画像ファイルのこともあるし、テキストファイルと画像
ファイルとが混在していることもあるし、別々のファイルフォーマットで作成されたテキ
ストファイルや画像ファイルのこともあるし、１ページの中にテキストと画像とが混在し
ていることもある。
【００２７】
このように、本発明によれば、ユーザは、ファイル情報掲示装置１に対して、異なるフォ
ーマットで作成された複数ページ構成のファイルを登録できるようになる。
【００２８】
更に、ブラウザ２０は、表示制御ファイル１３による画面操作に従って、掲示ファイルの
編集処理に用いる操作情報を表示し、その表示に応答して掲示ファイルに対する編集要求
が発行されるときに、掲示ファイルに対して構成ファイルを追加したり、掲示ファイルか
ら構成ファイルを削除したり、掲示ファイルのファイル名を変更するなどの編集処理を実
行することができるようになり、従って、本発明によれば、ユーザは、端末装置２にダウ
ンロードすることなく、ファイル情報掲示装置１に登録される複数ページ構成のファイル
を編集できるようにする。
【００２９】
しかも、１つのファイルを構成する構成ファイル１１は、１ページ１ファイルの形式で作
成されたものであることから、本発明によれば、ユーザは、特別のプラグインビューアを
必要とすることなく、ブラウザ２０を使って直ちにファイル情報掲示装置１に登録される
ファイルを閲覧できるようになる。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下、実施の形態に従って本発明を詳細に説明する。
【００３１】
図２に、本発明の一実施例を図示する。
【００３２】
この実施例は、ネットワーク３を介して接続されるファイル情報掲示装置１と端末装置２
とで構成されており、このファイル情報掲示装置１には、フォルダ１０に格納されるファ
イルの登録更新処理を実行するファイル登録更新プログラム３０と、端末装置２へのデー
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タ転送処理を実行する転送プログラム３１と、端末装置２から転送されるファイルの受信
情報（ファイル情報掲示装置１の送信情報）を記録する受信記録格納域３２と、受信記録
格納域３２を監視する監視プログラム３３とが展開される。
【００３３】
ここで、ファイル登録更新プログラム３０や転送プログラム３１や監視プログラム３３は
、フロッピィディスクなどに格納されたり、他の装置のディスクなどに格納され、それら
からインストールされることになる。
【００３４】
一方、端末装置２には、ファイル情報掲示装置１の管理するファイルを閲覧するブラウザ
２０と、ブラウザ２０の転送要求に応答してファイル情報掲示装置１へのデータ転送処理
を実行する転送プログラム４０と、イメージスキャナ４２の読み取る画像を入力するイメ
ージ処理アプリケーション４１と、イメージ処理アプリケーション４１の転送要求に応答
してファイル情報掲示装置１へのデータ転送処理を実行するＦＴＰアプリケーション４３
とが展開される。
【００３５】
ここで、ブラウザ２０や転送プログラム４０やイメージ処理アプリケーション４１やＦＴ
Ｐアプリケーション４３は、フロッピィディスクなどに格納されたり、他の装置のディス
クなどに格納され、それらからインストールされることになる。
【００３６】
図３に、本発明により構成されるファイル情報掲示装置１に展開されるファイル構成の一
実施例を図示する。
【００３７】
この図に示すように、ＭＯＦフォルダ１００（１つのファイルとして扱われるファイルを
格納するフォルダ１０）には、１ページ１ファイルの形式で作成された複数のＭＯＦ構成
ファイル１１０から構成されて、１つのファイル名が与えられて１つのファイルとして扱
われるファイルが格納される。
【００３８】
これらのＭＯＦ構成ファイル１１０は、ブラウザ２０により閲覧可能となるページの概念
がない１ページ１ファイルの形式で作成されたものであり、テキストファイルのこともあ
るし、画像ファイルのこともあるし、テキストファイルと画像ファイルとが混在している
こともあるし、別々のファイルフォーマットで作成されたテキストファイルや画像ファイ
ルのこともあるし、１ページの中にテキストと画像とが混在していることもある。
【００３９】
なお、以下に説明する実施例では、説明の便宜上、ＭＯＦ構成ファイル１１０として、テ
キストファイルと画像ファイルを想定している。
【００４０】
このＭＯＦフォルダ１００は、各ＭＯＦ構成ファイル１１０に対応付けて、そのＭＯＦ構
成ファイル１１０が画像ファイルであるときには、その縮小画像１２０を格納する。そし
て、１つのファイルとして扱われるファイルに対応付けて用意されるＭＯＦ先頭表示制御
ＨＴＭＬファイル１３０と、１つのファイルとして扱われるファイルに対応付けて用意さ
れるＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１とを格納する。
【００４１】
以下、ＭＯＦフォルダ１００とそれに格納されるファイルとを、ＭＯＦオブジェクト (Mul
tipage Object Formatオブジェクト）２００と称する。
【００４２】
更に、全てのＭＯＦオブジェクト２００に共通となる態様で備えられて、各ＭＯＦ先頭表
示制御ＨＴＭＬファイル１３０から呼び出される共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２が
用意される。
【００４３】
この共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２は、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３
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０からＭＯＦ構成ファイル１１０の情報をパラメータとして受け取るような形式で記述さ
れることで、ＭＯＦ構成ファイル１１０の情報を直接含まない抽象化した記述形式をとっ
ており、これにより、全てのＭＯＦオブジェクト２００に共通となる形で備えられること
になる。
【００４４】
図４に、このＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０のファイル情報の一実施例を図
示する。
【００４５】
このＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０は、図中に示す▲１▼部分でＭＯＦオブ
ジェクト２００のページ数（ＭＯＦ構成ファイル１００の数）を管理し、▲２▼部分でＭ
ＯＦオブジェクト２００のファイル名を管理し、▲３▼部分でＭＯＦオブジェクト２００
の各ページに割り付けられるＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名とそれが画像ファイ
ルであるのか否かを管理し、▲４▼部分で、図５に示すＭＯＦ操作サブフレーム（表示内
容については後述）を表示すべく、共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２を呼び出すこと
を記述し、▲５▼部分で、図５に示すＭＯＦサムネイルサブフレーム（表示内容について
は後述）を表示すべく、共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２を呼び出すことを記述し、
▲６▼部分で、図５に示すＭＯＦ表示サブフレーム（表示内容については後述）を表示す
べく、共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２を呼び出すことを記述する。
【００４６】
なお、ＭＯＦオブジェクト２００を構成する各ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名と
しては、例えば、１ページ１ファイルの形式で作成される際に付けられた各ＭＯＦ構成フ
ァイル１１０のファイル名が用いられることになる。また、イメージスキャナなどで読み
込んだ複数枚の画像の１枚１枚を１ページ１ファイルの形式で作成する場合には、例えば
、それらの画像全体に対して与えられた画像ファイル名と、それらの画像の生成順序によ
り付されたページ番号との対データからなるファイル名がＭＯＦ構成ファイル１１０のフ
ァイル名として用いられることになる。
【００４７】
　図２に示した端末 ２に展開されるブラウザ２０は、ファイル情報掲示装置１から、
ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３
１／共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２のファイル情報をダウンロードし、これを解読
処理することで、あたかもＭＯＦオブジェクト２００がページを持つように見せつつ、Ｍ
ＯＦオブジェクト２００のファイル情報を掲示する処理を行う。
【００４８】
ブラウザ２０は、先ず最初に、図６に示すような初期画面をディスプレイ画面に表示する
。この初期画面では、フォルダ１０の選択画面を表示するとともに、その選択画面で選択
されたフォルダ１０に格納されるファイルの一覧を、ファイル種別を示す拡張子（ＭＯＦ
オブジェクト２００であるときには“ mof"が表示される）とともに表示する。
【００４９】
なお、この初期画面は、従来技術でも表示していたものであり、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴ
ＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１／共通表示制御ＨＴＭ
Ｌファイル１３２とは別に用意されるＨＴＭＬファイルを使って表示することになる。
【００５０】
この図６の初期画面では、「技術情報」というフォルダ１０が選択され、それに応じて、
その「技術情報」というフォルダ１０に格納される「Ｐ ragma 」と「性能報告書」と「会
社技報」という３つのファイルのファイル名の一覧を表示したことを例示している。そし
て、この初期画面に設けられる「処理一覧」のボタンがクリックされたことに対応して、
そのフォルダ１０で行うことのできる処理の一覧を表示したことを例示している。
【００５１】
ブラウザ２０は、図６に示すような初期画面を表示しているときに、ファイル名が選択さ
れると、ダウンロードされたＨＴＭＬファイルに従い、図７の処理フローに示すように、
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先ず最初に、ステップ１で、その選択されたファイル名の指すファイルがＭＯＦオブジェ
クト２００であるのか否かを判断して、ＭＯＦオブジェクト２００でないことを判断する
ときには、ステップ２に進んで、従来技術と同様の処理に従って、選択されたファイルを
ファイル情報掲示装置１から取得して表示する処理を行う。
【００５２】
一方、ステップ１で、選択されたファイル名の指すファイルがＭＯＦオブジェクト２００
であることを判断するときには、ステップ３に進んで、そのＭＯＦオブジェクト２００に
対応付けられるＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０（図４に示したもの）を読み
込み、それが持つ▲４▼▲５▼▲６▼部分の記述に従って共通表示制御ＨＴＭＬファイル
１３２へ辿ることで、図８に示すような表示内容を持つＭＯＦ操作サブフレーム／ＭＯＦ
表示サブフレーム／ＭＯＦサムネイルサブフレームを表示する処理を行う。
【００５３】
すなわち、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０の▲４▼部分の指す共通表示制御
ＨＴＭＬファイル１３２には、図９に示すようなファイル情報が記述されており、このフ
ァイル情報の記述に従って、ブラウザ２０は、図８に示すような表示内容を持つＭＯＦ操
作サブフレームを表示する。
【００５４】
例えば、図９に示す共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２の▲１▼部分に記述される「前
のページに戻るためのボタンの表示と、そのボタンが操作されたときに呼び出すメソッド
（表示ページを前のページに変更する処理を行う）」とに従って、ＭＯＦ操作サブフレー
ムに、「前のページに戻るためのボタン」を表示するとともに、そのボタンが操作された
ときの実行処理について規定する。
【００５５】
同様に、▲２▼部分で、ＭＯＦ操作サブフレームに、「次のページに移るためのボタン」
を表示し、▲３▼部分で、「ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名リストで構成される
ページ選択用のプルダウンメニューの開設ためのボタン」を表示し、▲４▼部分で、「Ｍ
ＯＦ表示サブフレームに表示する画像を縮小するためのボタン」を表示し、▲５▼部分で
、「ＭＯＦ表示サブフレームに表示する画像を拡大するためのボタン」を表示し、▲６▼
部分で、「ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１を呼び出すための編集ボタン」を
表示する。
【００５６】
ここで、図９には示さなかったが、選択されたＭＯＦオブジェクト２００のファイル名を
表示する記述と、そのＭＯＦオブジェクト２００の持つ総ページ数を表示する記述と、そ
のＭＯＦオブジェクト２００の持つＭＯＦ構成ファイル１１０の中から選択されたＭＯＦ
構成ファイル１１０のファイル名を表示する記述とがあり、これらの記述により、図８に
示すように、ＭＯＦ操作サブフレームに、選択されたＭＯＦオブジェクト２００のファイ
ル名と、そのＭＯＦオブジェクト２００の持つ総ページ数と、選択されたＭＯＦ構成ファ
イル１１０のファイル名とが表示されることになる。
【００５７】
また、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０の▲６▼部分の指す共通表示制御ＨＴ
ＭＬファイル１３２には、図１０に示すようなファイル情報が記述されており、このファ
イル情報の記述に従って、ブラウザ２０は、図８に示すように、選択されたページ番号の
指すＭＯＦ構成ファイル１１０をファイル情報掲示装置１から取得して、ＭＯＦ表示サブ
フレームを表示する。
【００５８】
具体的に説明すると、図１０に示す共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２の▲１▼部分で
は、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０を参照することで、選択されたページ番
号の指すＭＯＦ構成ファイル１１０が画像であるのか否かを判断して、画像であることを
判断するときには、ＭＯＦ操作サブフレームで設定された拡大縮小率に従って、ファイル
情報掲示装置１から取得するその画像を拡大縮小してＭＯＦ表示サブフレームに表示する
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ことを記述している。一方、▲２▼部分では、画像でないことを判断するとき、すなわち
、テキストであることを判断するときには、ファイル情報掲示装置１から取得するそのテ
キストをそのままＭＯＦ表示サブフレームに表示することを記述している。
【００５９】
また、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０の▲５▼部分の指す共通表示制御ＨＴ
ＭＬファイル１３２には、図１１に示すようなファイル情報が記述されており、このファ
イル情報の記述に従って、ブラウザ２０は、図８に示すような表示内容を持つＭＯＦサム
ネイルサブフレームを表示する。
【００６０】
具体的に説明すると、図１１に示す共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２では、選択され
たＭＯＦオブジェクト２００の持つページを順番に選択し、その選択したページに対応付
けられるＭＯＦ構成ファイル１１０が画像であるのか否かを判断して、画像であるときに
は、そのＭＯＦ構成ファイル１１０に対応付けられる縮小画像１２０をファイル情報掲示
装置１から取得してＭＯＦサムネイルサブフレームに表示するとともに、その縮小画像１
２０がクリックされるときには、そのページを新たな表示ページとして設定することを記
述している。そして、テキストであるときには、テキストであることを示すアイコンをＭ
ＯＦサムネイルサブフレームに表示するとともに、そのアイコンがクリックされるときに
は、そのページを新たな表示ページとして設定することを記述している。
【００６１】
この図１１に示す共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２の記述に従って、図８に示すよう
に、選択されたＭＯＦオブジェクト２００の持つＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル属
性に応じて、ＭＯＦサムネイルサブフレームに、ボタン機能を持つ縮小画像１２０やアイ
コンがページ番号順に並べられて表示されることになる。
【００６２】
このようにして、ブラウザ２０は、図６に示す初期画面を表示しているときに、ＭＯＦオ
ブジェクト２００のファイル名が選択されると、ダウンロードされたＨＴＭＬファイルに
従って、図８に示すように、ＭＯＦ表示サブフレームに、選択されたページ番号に対応付
けられるＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル情報を表示するとともに、ＭＯＦ操作サブ
フレーム／ＭＯＦ表示サブフレームに、そのページ番号の変更操作を可能とするボタンを
表示するのである。
【００６３】
この表示を受けて、ユーザがページ番号の変更操作を行うと、ダウンロードされたＨＴＭ
Ｌファイルに従って、ブラウザ２０は、図１２（ａ）の処理フローに示すように、先ず最
初に、その変更操作に応じて表示ページを変更するとともに、その変更した表示ページを
ＭＯＦ操作サブフレームに表示し、続いて、その変更した表示ページに対応付けられるＭ
ＯＦ構成ファイル１１０を、ファイル情報掲示装置１から取得してＭＯＦ表示サブフレー
ムに表示していくことで、ＭＯＦオブジェクト２００のファイル情報を表示する処理を行
う。
【００６４】
このようにして、ユーザは、あたかもＭＯＦオブジェクト２００がページを持つかのよう
な形態で、ＭＯＦオブジェクト２００のファイル情報を閲覧できるようになる。
【００６５】
一方、ユーザがＭＯＦ操作サブフレームに表示される「編集ボタン（図９の▲６▼部分の
記述で表示される）」を操作すると、ダウンロードされたＨＴＭＬファイルに従って、ブ
ラウザ２０は、図１２（ｂ）の処理フローに示すように、ＭＯＦ構成ファイル１１０の編
集画面をＭＯＦ表示サブフレームに表示することで、ＭＯＦ構成ファイル１１０の編集処
理に入る。すなわち、図１３に示すように、ＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面をＭＯ
Ｆ表示サブフレームに表示することで、ＭＯＦ構成ファイル１１０の編集処理に入るので
ある。
【００６６】
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図９で説明したように、この「編集ボタン」が操作されると、ＭＯＦ操作メニューＨＴＭ
Ｌファイル１３１が呼び出され、これにより、ＭＯＦ表示サブフレームに、図１３に示す
ようなＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面が表示されることになる。
【００６７】
　このとき表示されるＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面では、選択されたＭＯＦオブ
ジェクト２００の持つＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名の一覧を表示する構成を採
って、その内のどれを削除するのか いう編集処理や、その内のどれのファイル名を変更
するのかという編集処理を行うことになる。これから、この編集画面の表示を実現するＭ
ＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１は、図１４に示すように、選択されたＭＯＦオ
ブジェクト２００の持つＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名を記述する構成を採って
いる。これから、図３で示したように、ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１は、
ＭＯＦオブジェクト２００に対応付けて用意されることになる。
【００６８】
このＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面を表示しているときに、選択したＭＯＦオブジ
ェクト２００へのＭＯＦ構成ファイル１１０の追加登録が発行されると、ＭＯＦ操作メニ
ューＨＴＭＬファイル１３１の記述に従って、ブラウザ２０は、図１５（ａ）の処理フロ
ーに示すように、先ず最初に、ステップ１で、ＭＯＦ表示サブフレームに、図１６に示す
ようなファイル追加の登録画面を表示することで、追加するＭＯＦ構成ファイル１１０（
端末装置２上に展開されている）のファイル名を入力する。
【００６９】
続いて、ステップ２で、ユーザによる登録ボタンの操作を待って、登録指示があると、ス
テップ３に進んで、転送プログラム４０に対して、追加するＭＯＦ構成ファイル１１０の
転送を指示することで、追加するＭＯＦ構成ファイル１１０を転送先のフォルダ１０に格
納する。続いて、ステップ４で、追加先のＭＯＦオブジェクト２００のファイル名と、追
加するＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名とを指定して、ファイル情報掲示装置１に
対して、ＭＯＦ構成ファイル１１０の追加を指示する。
【００７０】
この指示を受け取ると、ファイル情報掲示装置１に展開されるファイル登録更新プログラ
ム３０は、図１５（ｂ）の処理フローに示すように、先ず最初に、ステップ１で、ＭＯＦ
先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１の記
述を書き換える。すなわち、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メ
ニューＨＴＭＬファイル１３１には、ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名を直接記述
する記述部分があるので、ＭＯＦ構成ファイル１１０の追加に合わせて、それらの記述部
分を書き換えるのである。
【００７１】
続いて、ステップ２で、追加指示のあるＭＯＦ構成ファイル１１０が画像ファイルである
のか否かを判断して、画像ファイルであることを判断するときには、ステップ３に進んで
、サムネイル用の縮小画像１２０を生成する。
【００７２】
このようにして、ＭＯＦ構成ファイル１１０が追加されると、図１７に示すように、それ
に応じた表示内容を持つＭＯＦ表示サブフレーム／ＭＯＦ操作サブフレームが表示される
ことになる。なお、既登録のファイル名を指定しつつ、ファイル追加の登録画面で上書き
モードが指定されるときには、上書きする形でＭＯＦ構成ファイル１１０が変更されるこ
とになる。
【００７３】
図１３に示すＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面を表示しているときに、ＭＯＦ構成フ
ァイル１１０の削除要求が発行されるときにも、同様の処理に従ってＭＯＦ構成ファイル
１１０の編集処理が実行される。
【００７４】
すなわち、ブラウザ２０は、削除するＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名が指定され
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ると、ファイル情報掲示装置１に対して、そのＭＯＦ構成ファイル１１０の削除を指示す
る。この指示を受け取ると、ファイル情報掲示装置１に展開されるファイル登録更新プロ
グラム３０は、フォルダ１０からそのＭＯＦ構成ファイル１１０を削除し、ＭＯＦ先頭表
示制御ＨＴＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１の記述を書
き換え、そのＭＯＦ構成ファイル１１０が画像ファイルであるときには、それに対応付け
て用意される縮小画像１２０を削除することで、ＭＯＦ構成ファイル１１０の削除を実行
する。
【００７５】
また、図１３に示すＭＯＦ構成ファイル１１０の編集画面を表示しているときに、ＭＯＦ
構成ファイル１１０のファイル名の変更要求が発行されるときにも、同様の処理に従って
実行される。
【００７６】
すなわち、ブラウザ２０は、ファイル名を変更するＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル
名と、そのＭＯＦ構成ファイル１１０の新たなファイル名とが指定されると、ファイル情
報掲示装置１に対して、そのＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名の変更を指示する。
この指示を受け取ると、ファイル情報掲示装置１に展開されるファイル登録更新プログラ
ム３０は、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬフ
ァイル１３１の記述を書き換えることで、ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名の変更
を実行する。
【００７７】
一方、新規のＭＯＦオブジェクト２００の作成に用いる編集画面は、図６に示した初期画
面に用意される「ＭＯＦスケルトン作成」ボタンから呼び出されることになる。
【００７８】
この初期画面を表示しているときに、「ＭＯＦスケルトン作成」ボタンが操作されると、
共通表示制御ＨＴＭＬファイル１３２の記述に従って、ブラウザ２０は、図１８（ａ）の
処理フローに示すように、先ず最初に、ステップ１で、図６に示した初期画面の「処理一
覧」を表示したフレームに、図１９に示すような新規スケルトン作成の作成画面を表示す
ることで、新規に作成するＭＯＦオブジェクト２００のファイル名を入力する。
【００７９】
続いて、ステップ２で、ユーザによる作成ボタンの操作を待って、作成指示があると、ス
テップ３に進んで、新規に作成するＭＯＦオブジェクト２００のファイル名を指定して、
ファイル情報掲示装置１に対して、ＭＯＦオブジェクト２００の新規作成を指示する。
【００８０】
この指示を受け取ると、ファイル情報掲示装置１に展開されるファイル登録更新プログラ
ム３０は、図１８（ｂ）の処理フローに示すように、先ず最初に、ステップ１で、ＭＯＦ
フォルダ１００を新規に作成し、続いて、ステップ２で、その作成したＭＯＦフォルダ１
００の中に、空のＭＯＦ構成ファイル１１０を持つＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル
１３０／ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１を新規に作成する。
【００８１】
このようにして、ＭＯＦオブジェクト２００が新規に作成されると、図２０に示すように
、空のＭＯＦオブジェクト２００を示すＭＯＦ表示サブフレーム／ＭＯＦ操作サブフレー
ムが表示されることになる。
【００８２】
この後、ＭＯＦ操作サブフレームに表示される「編集ボタン」の操作に応答して、上述し
た処理に従って、この新規に作成したＭＯＦオブジェクト２００に対して、ＭＯＦ構成フ
ァイル１１０を登録していく処理が行われることになる。
【００８３】
図６に示した初期画面には、「テキスト登録」ボタンと、「ファイル登録」ボタンという
２つの登録ボタンが設けられているが、この２つの登録ボタンは、ＭＯＦオブジェクト２
００の構成をとらない１ページ１ファイルの形式で作成されるテキストファイルや画像フ
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ァイルを、フォルダ１０に登録するために用意されている。
【００８４】
すなわち、初期画面の「テキスト登録ボタン」がクリックされると、ブラウザ２０は、図
２１に示すようなテキストファイル登録用の入力画面を開設して、ユーザと対話すること
で、１ページ１ファイルの形式のテキストファイルを作成し、転送プログラム４０に指示
することで、それをファイル情報掲示装置１の選択されたフォルダ１０に登録していくよ
うに処理することになる。
【００８５】
また、初期画面の「ファイル登録ボタン」がクリックされると、ブラウザ２０は、図２２
に示すような画像ファイル登録用の入力画面を開設して、ユーザと対話することで、１ペ
ージ１ファイルの形式で作成された画像ファイルのファイル名を入力し、転送プログラム
４０に指示することで、その入力したファイル名の指す画像ファイルをファイル情報掲示
装置１の選択されたフォルダ１０に登録していくように処理することになる。
【００８６】
上述したように、初期画面に表示される「ＭＯＦスケルトン作成」ボタンが操作されると
、空のＭＯＦオブジェクト２００が作成され、ユーザの編集指示に応答して、この空きＭ
ＯＦオブジェクト２００にＭＯＦ構成ファイル１１０が登録されていくことで、プラウザ
２０の閲覧対象となるＭＯＦオブジェクト２００がフォルダ１０に登録されていくことに
なる。
【００８７】
このＭＯＦオブジェクト２００の登録方法の他に、ブラウザ２０とは別に動作するイメー
ジ処理アプリケーション４１／ＦＴＰアプリケーション４３の処理による登録方法がある
。次に、この登録方法に従うＭＯＦオブジェクト２００の登録処理について説明する。
【００８８】
イメージ処理アプリケーション４１は、ユーザからイメージスキャナ４２の読み取る画像
の読取指示が発行されると、図２３の処理フローに示すように、先ず最初に、ステップ１
で、イメージスキャナ４２の読み取る１枚分の画像を入力し、続くステップ２で、規定の
ファイルフォーマットに従って画像ファイルを作成する。
【００８９】
続いて、ステップ３で、イメージスキャナ４２が読取終了を出力したのか否かを判断して
、読取終了を出力しないときには、イメージスキャナ４２が次に読み取る１枚分の画像を
入力すべくステップ１に戻り、一方、イメージスキャナ４２が読取終了を出力するときに
は、ステップ４に進んで、入力した画像をディスプレイ画面に表示して処理を終了する。
【００９０】
このようにして、イメージ処理アプリケーション４１は、イメージスキャナ４２が読取終
了を出力すると、イメージスキャナ４２が１枚の画像しか読み取らないときには、その１
枚の画像を表示する図２４に示すようなディスプレイ画面（入力した画像の縮小画像につ
いても表示する）を使って入力した画像を表示し、また、イメージスキャナ４２が複数枚
の画像を読み取るときには、例えば、その内の選択される画像を表示する図２５に示すよ
うなディスプレイ画面（入力した各画像の縮小画像についてもリスト表示する）を使って
入力した画像を表示するのである。
【００９１】
図２４や図２５に示すディスプレイ画面を使ってイメージスキャナ４２から入力した画像
を表示しているときに、図中に示す左から３つ目のボタン（黒く表示しているボタン）が
操作されると、ＦＴＰアプリケーション４３が起動されることになる。
【００９２】
このようにして起動されると、ＦＴＰアプリケーション４３は、図２６の処理フローに示
すように、先ず最初に、ステップ１で、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画
像ファイルが１つであるのか否かを判断して、その画像ファイルが１つであることを判断
するときには、ステップ２に進んで、ＭＯＦオブジェクト２００のファイル種類の入力を
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許可しないメニュー構成を採る、図２７に示すようなファイル名（題名）／ファイル種類
／フォルダ名の入力画面を表示する。
【００９３】
一方、ステップ１で、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画像ファイルが複数
であることを判断するときには、ステップ３に進んで、ＭＯＦオブジェクト２００のファ
イル種類の入力を許可するメニュー構成を採る、図２８に示すようなファイル名（題名）
／ファイル種類／フォルダ名の入力画面を表示する。
【００９４】
ここで、図２７及び図２８に示す入力画面では、フォルダ１０の階層構造を表示するとと
もに、各フォルダ１０に格納されるファイル名を表示する構成を採っている。そして、こ
のファイル名の表示にあたって、そのファイル名の指すファイルがＭＯＦオブジェクト２
００であるときには、「！Ｐ ragma 」に示すように、そのファイル名の先頭に「！」を付
けることで、そのファイルがＭＯＦオブジェクト２００であることを明示する構成を採っ
ている。
【００９５】
ステップ２，３で、図２７や図２８に示すファイル名／ファイル種類／フォルダ名の入力
画面を表示すると、続いて、ステップ４で、この入力画面を使ってユーザと対話すること
で、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画像ファイルに対して、ファイル名を
設定するとともに、その画像ファイルのファイル種類を入力し、更に、フォルダ１０の階
層構造のクリック先を特定することでその画像ファイルの格納先となるフォルダ名を入力
する。
【００９６】
例えば、図２８に示すように、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画像ファイ
ルに対して、「Ｐ ragm３」というファイル名を設定するとともに、その画像ファイルをＭ
ＯＦオブジェクト２００として保存することを入力し、そして、そのＭＯＦオブジェクト
２００の格納先として、「 filer 」というフォルダ１０の配下の「 2.test」というフォル
ダ１０を入力するのである。
【００９７】
続いて、ステップ５で、図２７や図２８に示す入力画面の「ＯＫ」ボタンが操作されたこ
とを検出すると、ステップ６に進んで、入力したフォルダ名の指すフォルダ位置にＭＯＦ
フォルダ１００を新規に作成する。続いて、ステップ７で、送信順序に従ってページ番号
を割り付けつつ、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画像ファイルをそのＭＯ
Ｆフォルダ１００にファイル転送することで、イメージ処理アプリケーション４１の作成
した画像ファイルをユーザの指定するＭＯＦフォルダ１００に格納する。
【００９８】
続いて、ステップ７で、ファイル情報掲示装置１の受信記録格納域３２に、この送信情報
を書き込んで処理を終了する。
【００９９】
例えば、イメージ処理アプリケーション４１の作成した画像ファイルに対して「Ｐ ragm３
」というファイル名を設定し、その画像ファイルをＭＯＦオブジェクト２００として保存
し、そのＭＯＦオブジェクト２００の格納先として、「 filer 」というフォルダ１０の配
下の「 2.test」というフォルダ１０に保存するということを入力して、その画像ファイル
をファイル転送するときには、図２９に示すような送信情報を受信記録格納域３２に書き
込むのである。
【０１００】
ここで、図２９に示す送信情報の最終行の「 /filer/2.test/!Pragma3/ 」が、ＭＯＦオブ
ジェクト２００として保存することを示しており、ＭＯＦオブジェクト２００として保存
しない場合には、この最終行のない形の送信情報が受信記録格納域３２に書き込まれるこ
とになる。
【０１０１】
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このＦＴＰアプリケーション４３の処理を受けて、ファイル情報掲示装置１に展開される
監視プログラム３３は、規定の監視周期に到達することで受信記録格納域３２の監視処理
に入ると、図３０の処理フローに示すように、先ず最初に、ステップ１で、受信記録格納
域３２に記録される送信情報を参照し、続くステップ２で、その送信情報がＭＯＦオブジ
ェクト２００として登録することを要求しているのか否かをチェックする。
【０１０２】
このチェック処理に従って、ＭＯＦオブジェクト２００として登録することを要求してい
ないことを判断する場合には、ステップ３に進んで、ファイル登録更新プログラム３０に
対して、フォルダ１０に格納された画像を１ページ１ファイルの形式の複数のファイルと
して登録することを指示する。
【０１０３】
一方、このチェック処理に従って、ＭＯＦオブジェクト２００として登録することを要求
していることを判断する場合には、ステップ４に進んで、ファイル登録更新プログラム３
０に対して、フォルダ１０に格納された画像をＭＯＦオブジェクト２００として登録する
ことを指示する。すなわち、ページ構成を持つ１つのファイルとして登録するように指示
するのである。
【０１０４】
この監視プログラム３３の処理を受けて、ファイル登録更新プログラム３０は、監視プロ
グラム３３からフォルダ１０に格納された画像をＭＯＦオブジェクト２００として登録す
るようにとの指示を受け取ると、図３１の処理フローに示すように、先ず最初に、ステッ
プ１で、受信記録格納域３２に記録される送信情報から、ＭＯＦオブジェクト２００のフ
ァイル名と、ＭＯＦオブジェクト２００のページ数と、ＭＯＦオブジェクト２００を構成
することになる各ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名とを取得する。
【０１０５】
図２９に示すように、ＭＯＦオブジェクト２００のファイル名と、送信順序に従って割り
付けられるページ番号との対データによりＭＯＦ構成ファイル１１０を識別することが可
能になるので、この対データを取得することで、ＭＯＦオブジェクト２００を構成するこ
とになる各ＭＯＦ構成ファイル１１０のファイル名を取得するのである。
【０１０６】
続いて、ステップ２で、ＭＯＦオブジェクト２００として登録要求のある画像に対応付け
て、ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０と、ＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイ
ル１３１とを作成して、それを画像の格納されているフォルダ１０に格納することで、Ｍ
ＯＦオブジェクト２００として登録要求のある画像をＭＯＦオブジェクト２００として登
録する。
【０１０７】
すなわち、図４に示したＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイル１３０に必要な項目値を埋
め込むことで、ＭＯＦオブジェクト２００として登録するのに必要なＭＯＦ先頭表示制御
ＨＴＭＬファイル１３０を作成するとともに、図１４に示したＭＯＦ操作メニューＨＴＭ
Ｌファイル１３１に必要な項目値を埋め込むことで、ＭＯＦオブジェクト２００として登
録するのに必要なＭＯＦ操作メニューＨＴＭＬファイル１３１を作成して、それをＭＯＦ
オブジェクト２００として登録要求のある画像の格納されるフォルダ１０に格納すること
で、その画像をＭＯＦオブジェクト２００として登録するのである。
【０１０８】
そして、最後に、ステップ３で、ＭＯＦサムネイルサブフレームに表示するＭＯＦ構成フ
ァイル１１０の縮小画像１２０を作成する。
【０１０９】
このようにして、イメージ処理アプリケーション４１／ＦＴＰアプリケーション４３の処
理に従って、フォルダ１０にＭＯＦオブジェクト２００が登録されることになる。このよ
うにして登録されたＭＯＦオブジェクト２００は、図３２に示すように、ブラウザ２０に
より登録されたＭＯＦオブジェクト２００と同じ扱いを受けることで、ブラウザ２０によ
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り閲覧可能になる。
【０１１０】
図示実施例に従って本発明を説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。例え
ば、実施例では、イメージ処理アプリケーション２２の入力する画像をＭＯＦオブジェク
ト２００としてフォルダ１０に登録するという具体例に従って本発明を説明したが、本発
明はこれに限られるものではなく、ディスク上に格納されるテキストファイルや画像ファ
イルのまとまりをＭＯＦオブジェクト２００としてフォルダ１０に登録する場合にも、そ
のまま適用できる。
【０１１１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ユーザは、ファイル情報掲示装置に対して、異な
るフォーマットで作成された複数ページ構成のファイルを登録できるようになる。
【０１１２】
更に、本発明によれば、ユーザは、端末装置にダウンロードすることなく、ファイル情報
掲示装置に登録される複数ページ構成のファイルを編集できるようにする。
【０１１３】
しかも、本発明によれば、ユーザは、特別のプラグインビューアを必要とすることなく、
ブラウザを使って直ちにファイル情報掲示装置に登録されるファイルを閲覧できるように
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理構成図である。
【図２】本発明の一実施例である。
【図３】本発明の一実施例である。
【図４】ＭＯＦ先頭表示制御ＨＴＭＬファイルの一実施例である。
【図５】ディスプレイ画面の説明図である。
【図６】ディスプレイ画面の説明図である。
【図７】ブラウザの実行する処理フローである。
【図８】ディスプレイ画面の説明図である。
【図９】共通表示制御ＨＴＭＬファイルの一実施例である。
【図１０】共通表示制御ＨＴＭＬファイルの一実施例である。
【図１１】共通表示制御ＨＴＭＬファイルの一実施例である。
【図１２】ブラウザの実行する処理フローである。
【図１３】ディスプレイ画面の説明図である。
【図１４】共通表示制御ＨＴＭＬファイルの一実施例である。
【図１５】ＭＯＦ構成ファイルの追加処理の処理フローである。
【図１６】ディスプレイ画面の説明図である。
【図１７】ディスプレイ画面の説明図である。
【図１８】ＭＯＦオブジェクトの新規作成処理の処理フローである。
【図１９】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２０】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２１】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２２】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２３】イメージ処理アプリケーションの処理フローである。
【図２４】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２５】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２６】ＦＴＰアプリケーションの処理フローである。
【図２７】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２８】ディスプレイ画面の説明図である。
【図２９】受信記録格納域に格納される受信情報の一例である。
【図３０】監視プログラムの処理フローである。
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【図３１】ファイル登録更新プログラムの処理フローである。
【図３２】ディスプレイ画面の説明図である。
【符号の説明】
１　　　ファイル情報掲示装置
２　　　端末装置
３　　　ネットワーク
１０　　フォルダ
１１　　構成ファイル
１２　　縮小画像
１３　　表示制御ファイル
１３ａ　固有表示制御ファイル
１３ｂ　共通表示制御ファイル
１４　　検出手段
１５　　作成手段
２０　　プラウザ
２１　　第１の設定手段
２２　　第２の設定手段
２３　　転送手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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